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	逢瀬いなか体験交流協議会
	概要
	逢瀬いなか体験交流協議会とは
	報告書の内容
	2025年度の記録
	数字が示すのは、 「一度の接触で終わらない関係」
	来訪者数(延べ)
	出店来客数
	総接点数
	STAY



	450
	EVENT

	530
	TOTAL CONTACT
	・学生参加者の割合が高く、大学連携を中心に構成  ・都市イベントから体験参加へと接続する導線を形成  ・リピーターおよび継続関与者が一定数発生
	逢瀬いなか体験交流協議会はこれからも「きっかけ」を作り続けます。


	関係人口という成果
	総務省の定義に基づき、関係人口を「継続的に地域と関わる人」と整理した場合、本年度の活動においては以下の層が形成された。
	関係構築のプロセス
	情報発信 SNS

	特徴：消費から関係人口へ
	本事業の最大の特徴は、参加者を単なる観光客として扱わず、  「関係を持つ人」へと変化させる構造にある。

	重点事業：「逢瀬の日2026」
	本年度の活動の中核となったのが、  首都圏と逢瀬町の20年にわたる関係性を記念した  「逢瀬の日2026」である。 本イベントは、単なる記念事業ではなく、  これまでの20年間の蓄積を可視化し、  次の関係人口創出モデルへと接続する“転換点”として位置づけられた。  本イベントの最大の成果は、  過去の実績を「共有する場」にとどめず、  未来の関係性を「生み出す場」として機能した点にある。
	過去の参加者が再び関わるきっかけとなった
	新規参加者が現地訪問への意欲を持った
	20年の関係性が“継続する仕組み”として再定義された
	本イベントは “関係人口の再生産拠点”として評価できる。

	人と地域の関係を育てる 循環モデルの確立
	2025年度の活動を通じて明らかになったのは、  本事業が単なる観光施策ではなく、  「人と地域の関係を育てる仕組み」であるという点である。
	都市での出会いから、現地での体験、そして再訪へとつながる流れは、  関係人口創出のモデルとして機能し始めている。
	特に「逢瀬の日2026」は、  20年間の関係性を“過去”として整理するだけでなく、  “未来へ接続する装置”として機能した象徴的な取り組みであった。  今後は、この循環をさらに強化し、
	と変化していくプロセスを設計することで、  持続可能な地域づくりへと発展させていく。
	・訪問者が関係人口へ  ・関係人口が担い手へ
	「また来たい」を起点とした関係人口創出モデル
	逢瀬いなか体験交流協議会の取り組みは、  「また来たい」を起点に、  人と地域の関係を生み出し、  その関係を深め、  次の行動へとつなげていく実践である。  それは単なる観光ではなく、  関係人口を創出し続ける仕組みであり、  今後の地域づくりにおける 有効なモデルとなり得るものである。
	関係が生まれ、深まり、次の行動へとつながる循環
	出逢う
	体験する
	再会する
	担う

	無理のない持続可能な地域づくりに
	これまで地方では、「人が来ないから」と自分たちで企画し、 集客し、ときには価格を下げてでも人を呼び込む努力を続けてきました。 しかし、そのやり方はどうしても担い手が疲弊しやすく、関わる仲間も広がりにくいという課題がありました。 そこで我々は、発想を少し転換し、「呼ぶ側」ではなく、「来る側」を起点とした仕組みづくりに取り組みました。 実際に訪れて「楽しかった」「また来たい」と感じてくれた参加者自身が、 次は企画する側へと回っていく。収支の設計も含めて担ってもらうことで、無理のない形で関係が続いていきます。 この循環が生まれることで、地域の負担は大きく軽減されます。 なぜなら、お客さんが次のお客さんを自然に連れてきてくれるからです。 さらに、企画する人自身が参加者に最も近い感覚を持っているため、共感を生みやすく、友人知人に声をかけやすい。 そんな小さな循環の積み重ねが、これからの関係人口づくりの一つの形になると感じています。



	次のステップ
	本事業が掲げる「関係人口創出モデル」の再現性と持続性を高める上での重要な論点である。今後は、偶発性に依存した関係づくりから一歩進み、仕組みとして人の流れと関係性を生み出し続ける設計へと発展させていくことが求められる。
	もっと、関わりが生まれる場所へ。
	単発を継続関与へ つなげる仕組の強化
	都市と地域をつなぐ 導線のさらなる強化
	関係人口の変化を 追う可視化の不足
	これからは、もっと遠くの仲間たちを増やしたいと思っています！ 都会にいながら逢瀬町に関われる仕組みを提供します！
	今年はたくさんみんなに逢いに行きます！ まだまだ ご協力をお願いします！！

	逢瀬いなか体験交流協議会

